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報告： 西アジア考古学の研究会， 1994（金沢）
東方へレニズムーイスラームー
佐々木達夫・岡田保良
1994年７月１日，２日のＴ
金沢で開かれた。主催者は，
究」班（研究代表者・松本lＩ
｢西アジアの考古学一東方ヘレニズム～イスラームー」両日， と題する研究会が
文部省科学研究費総合研究Ａ ｢西アジア史研究のデータベース化に関する総合研
(研究代表者・松本健)， 財団法人古代学協会北陸支部 金沢大学考古学研究室である。
日本人による西アジアの考古学調査は， 1956年に開始された東京大学イラク イラン調査が最初であった。最
こうした状況を反映して．国士近は． 西アシザアで考古学調査を行う日本の調査団も毎年十件近くになっている。
舘大学イラク古代文化研究所をはじめ， 西アジア考古学に関わる研究者の交流も活発になってきている。 1994年
春に東京で開催された「平成５年度・西アジア発掘調査報告会（第１回)」は，その代表的なものである。そう
した流れのなかで，
究」班のなかで話１
時代やテーマ別の研究会を持つことが「西アジア史研究のデータベース化に関する総合研
し合われた。こうして‘ 今回の研究会が開かれることになった。
研究会の発表者や題目は次のようであった。
挨拶・松本健（国士舘大学）
司会・田辺勝美（金沢大学）
｢『エリュトゥラー海案内記』の遺跡を訪ねて（１）エジプト～エチオピア」蔀勇造（東京大学）
｢ダルベルジンーテペの発掘」林俊雄（創価大学）
'ガンダーラ山岳寺院の調査」濱崎一志（京都大学）
「パキスタン北西辺境州ハザーラ地方の仏教時代遺跡踏査」小泉恵英（東京国立博物館）
司会・藤井秀夫（国十舘大学）
｢パルミラの発掘」泉拓良（奈良大学）
｢獅子狩図の変遷一パルテイア朝からササン朝へ－」田辺勝美（金沢大学）
司会・新田一郎（金沢大学）
｢ハトラ彫刻とアッタール染織品におけるヘレニズム意匠について」藤井秀夫（国士舘大学）
｢東地中海世界のローマンランプーーシリアとエジプトの比較」辻村純代（古代学研究所）
｢イスラエルの工房趾出土のガラス」谷_尚（共立女子大学）
｢中国出土の両方文物」斉東方（北京大学）
司会・岡田保良（国士舘大学）
「アラビア半島アデン湾，オマーン湾のイスラーム遺跡を訪ねて」佐々木達夫（金沢大学）
「６－１０世紀の東方キリスト教建築様式」岡田保良（国士舘大学）
「イラン・中央アジア圏のイスラーム墓廟建築」深見奈緒子（東京都立大学）
「ペルシア湾岸で発掘したイスラーム墓廟」佐々木花江（古代オリエント博物館）
司会・佐々木達夫（金沢大学）
｢自由討論・西アジア考古学を語る」
西アジア考古学のなかでも比較的新しい分野に関心をもつ研究者はまだ少なく、 統一テーマを作ることも難し
沢山の内容であったため、莞い面があった。今回Ｉ
表者は時間が足りず，
今回はできるだけ多くの方に， 時代順に発表していただいた， 盛り ，発
接触の少ない研究者が多かった
<の質問と意見が出され,刺激的
討論を常に打ち切らねばならない状態であった。 日頃，
，多広い見地から各自の学問と調査で抱える問題が整理されたこともあり，が．
な研究交流が行われた。各地から参加された方達は観光都市金沢を楽し む余裕もなく。 日中は研究会に没頭いた
研究会の準備から発表にだいた。来年は６月末の金曜，土曜に， 同様の研究会を開催したいものと望んでいる。
至るまでお世話になった関係者の皆様， 発表の要旨をラーフ イダーン紙上に掲載された国士舘大学に感謝。
